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要約 

九州工業大学では，2005 年より有翼ロケットによる無人のサブオービタル飛行システムの研究を進め

てきた．航法誘導制御システム，推進システム，回収システムや複合材構造設計技術等の個別要素研究を進

める一方，それらの技術実証を目的とした小型有翼ロケット実験機を用いた飛行実験を行ってきた．2010

年からは，北海道大学，防衛大学大学校および JAXA 宇宙輸送ミッション本部や航空宇宙機メーカー等と

連携し，高々度飛行を目指す有翼ロケット実験機の開発を進めている．これまでに行ってきた飛行実験結果

を紹介し，サブオービタル飛行を目指す将来計画についても報告する． 
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